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に基づき、動物実験規則を令和７年度中に改正する。 
 
２．動物実験委員会 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 
 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 動物実験委員会を設置していない。 
２）自己点検の対象とした資料 
とっとりバイオフロンティア動物実験規則、とっとりバイオフロンティア動物実験委員会委員構成 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
飼養保管基準及び基本指針に適合した動物実験委員会が置かれている 。 
４）改善の方針、達成予定時期 
特になし。 

 
３．動物実験の実施体制 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 
 □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 動物実験の実施体制を定めていない。 
２） 自己点検の対象とした資料 
動物実験規則、施設設備及び機器の開放及び管理に関する規則、化学物質管理規則、化学物質取扱マ

ニュアル、とっとりバイオフロンティア３階飼育室管理マニュアル、とっとりバイオフロンティア動

物飼育施設危機管理マニュアル、とっとりバイオフロンティア施設利用マニュアル（利用者講習会資

料）、とっとりバイオフロンティア緊急時対応マニュアル、管理体制図、動物実験計画書新規申請・変

更申請・飼養保管施設実験室設置フローチャート、動物実験計画審査票 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
動物実験の実施に必要な動物実験規則等及び各種申請書様式等が適正に定められている。規則・様式

は公式ウェブサイトに掲載されており、利用者に向けた周知が行われている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
特になし 

 
４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 
１）評価結果 
■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 
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□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
遺伝子組換え実験安全管理規則、化学物質管理規則、化学物質管理マニュアル、微生物実験安全マニ

ュアル、ウイルスベクター安全取扱いマニュアル 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
安全管理に注意を要する動物実験の実施に関連する様式や手続きを整備している。規則・様式は公式

ウェブサイトに掲載されており、利用者に向けた周知が行われている。遺伝子組換え実験安全委員会

が設置されている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
特になし 

 
５．実験動物の飼養保管の体制 
１）評価結果 
 □ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 
 ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
動物実験規則、３階飼育室管理マニュアル、動物飼育施設危機管理マニュアル、とっとりバイオフロ

ンティア施設利用マニュアル（利用者講習会資料）、とっとりバイオフロンティア緊急時対応マニュア

ル、実験動物飼養保管状況の自己点検票 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
飼養保管施設等の設置と廃止に関する要件および確認に必要な各種書式等も適正に定められており、

ウェブサイトから利用者がダウンロードすることができる。年一回開催する利用者講習会および資料

配布によって利用者に施設利用方法を周知している。飼養保管マニュアルおよび緊急時対応マニュア

ルについても定められているが、利用者への周知が十分ではない。また飼養保管マニュアルについて

は内容が一部現状に即しておらず、改正作業を進めている。 
４）改善の方針、達成予定時期  
飼養保管マニュアルの改正、ならびに飼養保管マニュアル／緊急時対応マニュアルの利用者に向けた

周知を令和６年度中に行う。 
 
６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 
特になし。 

 
 

III  実施状況 
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１．動物実験委員会の活動状況 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
令和５年度新規承認 動物実験一覧、 
令和５年度動物実験委員会議事録 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
とっとりバイオフロンティア動物実験規則に基づいて、理事長の諮問機関として委員会を開催し、関

連事項に関して審議したのち、議事録に残して保管した。 
４）改善の方針、達成予定時期 
特になし。 

 
２．動物実験の実施状況 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
令和５年度実施 動物実験一覧（計画）、令和５年度実施 動物実験一覧（実績）、実験動物の飼養保

管状況（事故等）報告書、動物実験の自己点検票 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
動物実験計画書を動物実験委員会により審査し、理事長の承認を得た。承認後の動物実験については、

動物実験実施報告書、終了報告書および動物実験の自己点検票により実施状況を把握した。当館で実

施中あるいは実施終了した全ての動物実験について、実施報告書、終了報告書、動物実験の自己点検

票が提出されている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
特になし。 

 
  
３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
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 □ 該当する動物実験を行っていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
令和５年度実施 遺伝子組換え実験一覧（計画）、安全キャビネットの保守点検記録、オートクレーブ

の保守点検記録、安全キャビネット使用記録、オートクレーブ使用記録 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
法令に適合した遺伝子組換え動物実験施設であることを確認した。また、該当する実験について、事

故等の報告はなかった。放射性同位元素・放射線使用実験、感染実験、化学発癌・重金属実験は実施

されていない。 
４）改善の方針、達成予定時期 
特になし。 

 
４．実験動物の飼養保管状況 
１）評価結果 
 □ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
実験動物飼養保管状況の自己点検票、令和５年度動物導入実績、微生物モニタリング記録、３階飼育

室管理マニュアル、動物飼育施設危機管理マニュアル 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
温湿度管理、飼養状況確認、微生物モニタリング等の飼育管理および危機管理も適切に行われており、

実験動物は適正に管理されている。飼養保管マニュアルおよび緊急時対応マニュアルについても定め

られているが、利用者への周知が十分ではない。また飼養保管マニュアルについては内容が一部現状

に即しておらず、改正作業を進めている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
飼養保管マニュアルの改正、ならびに飼養保管マニュアル／緊急時対応マニュアルの利用者に向けた

周知を令和６年度中に行う。 
 
５．施設等の維持管理の状況 
１）評価結果 
 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
実験動物飼養保管状況の自己点検票、オートクレーブの保守点検記録、飼育室温湿度点検記録、飼育

室空調設備（エアコン）点検修理記録、動物実験施設入退室者管理記録 
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３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
施設の設置時に動物実験規則が求める設置基準を満たしていることを委員会が確認している。日常点

検ならびに実験動物飼養保管状況の自己点検票の提出によって、適正に維持管理されている事を把握

しているが、空調設備等に老朽化の問題があることを把握している。 
４）改善の方針、達成予定時期 
空調設備等の維持状況については点検記録を取って注視し、中長期的な改善を目指す。 

 
６．教育訓練の実施状況 
１）評価結果 
 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
とっとりバイオフロンティア３階飼育室管理マニュアル、令和５年度 教育訓練実施記録、動物実験

教育訓練 スライド、動物実験教育訓練 確認テスト・回答、（更新者向け）動物実験教育訓練 スラ

イド、（更新者向け）動物実験教育訓練 確認テスト・回答、日本実験動物学会実験動物管理者等研修

会 修了証 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
教育訓練の実施記録等によって基本指針に則した教育訓練が実施されている。教育訓練を一度受講し

た後の再教育訓練を実施している。 
４）改善の方針、達成予定時期 
特になし。 

 
７．自己点検・評価、情報公開 
１）評価結果 
 □ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
とっとりバイオフロンティアウェブサイト 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
令和４年度より自己点検評価報告書のウェブサイトでの公開を行っているが、外部機関による検証は

受けていない。 
４）改善の方針、達成予定時期 
令和６年度中に外部機関（日本実験動物学会）による検証を行う。 

 



令和５年度 自己点検・評価報告書 
 

 

  8  

８．その他 
（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 
同敷地内にある鳥取大学と定期的に意見交換の場を設け、実験動物に関する最新情報の取得に努めて

いる。 
 


